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Palgrave Dictionary of Money and Finance"に日本の金融システムに関するすばらしい論
稿を寄せてくれた。
相手の立場になりきれた人 167
親しいなかでも経済学の根本に触れる点では、二人の見方には微妙な違いがあった。原山
さんは、公衆をエコノミストが教育できるはずだという面では楽観的であった。 「丁寧に、親
身に説得すれば、正しいことはわかってもらえる」と彼は考えていたo私は、 「わからない人
がいても真理は真理」という立場であった。そう言うと、 「そうは言っても筋道を立てて説得
できないような論理はどこかおかしいのではないでしょうか」という返事が返ってくる。要
するに、説得して世界を動かそうとする立場と、クールに事物を観察し、論理を吟味しよう
とする態度の違いである。
本当に残念な中で不幸中の幸いは、病に倒れられてから、一度彼の意識が明噺なときに、
一度は集中治療室で会うことができたことである。元気なときには、柳沢伯夫金融大臣の下
でのレポート書きに費やした努力のことを懐かしがっていた。二度目のときには、奥様にだ
けわかる筆談で、金融レポートを出すときのいわば同志の池尾和人、神田秀樹、斎藤誠各教
授に、 「君たちの考え方が正しいのだから、それで掛ナてがんばってほしい」というメッセー
ジを伝えるようにと表現しておられた。握手して別れるとき、彼の手のひらには力がこもっ
asm
以下は、私が城山さんの追悼会に寄せた一文に多少書き加えたものである。
「増山昌一さんの一生は、経済政策を自分の理想に近づけようという使命に燃えた一生で
した。学者が、つい政策に無関心とは言えなくても距離感を持つきらいがあることを絶えず
いましめられましたo君の一生を通じて、私は経済学だけでなく、学問と経済政策の接点に
ついて教えられるばかりでした。
君は、本当に人の立場になりかわって説得することができる人でした。私は人に意見を述
べるとき、 「私ならこうすると思うが、人はそれぞれ考え方が違うので自分で決めてくださ
0。」という形をとるが、鳩山さんは「私が浜田さんだったらこうする。」という言い方でし
た。年は私より少し若かったにも関わらず、君はまるで兄のように、文章の書き方を教えて
くれ、テニス、スキーを教えてくれました。そういう二重の意味で、君は私の師でした。私
が、数年前内閣府に勤め、生まれて初めて行政官になったとき、部屋を訪ねてくれた君が、
秘書の喜友名さんに開口一番「浜田さん、つとまっているの?」と聞いたということを後で
知りました。
スキーを習ったときには、八方尾根のたしか鬼平といった平坦なゲレンデで、はるか向こ
うは崖になっていないかと初心者の僕が心配し、「浜田さんにあそこまで滑れるわけがないの
だから」といわれた件については、 『日経センター会報』に以前書いたことがあります。
君は料理も上手で、グルメでもありました。今思い出すだけでも、大阪の紙なべ、甲子園
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の台湾料理、ニューヨークでのモダンな中華料理-生け花の日本的デザインの基調に、フ
ランスのヌーヴェ)I,キュイジーヌ風の中華-などを紹介、というか多くの場合、ご馳走し
てくれましたo　いろいろなことが思い出されます。二人でニューヨークのメトロポリタン・
オペラに「サムソンとデリラ」を見にいって、装置、歌にがっかりしたこと、そして、そう
音楽好きでもなかった彼が、グスタフ・マーラーが好きでマーラーだったら彼がいくはずの
ウィーン・フィルの切符をブルックナーの曲目だったので私に譲ってくれ、その時大阪フェ
スティバル・ホールで熱演した指揮者シノッポリももうこの世の人ではないことなど。
私に離婚話が起こってしょげているところを、君はニューへイブンまできてくれて、聞く
ところによると、ジェームス・ト-ビン教授と昼食をとりながら、 「コ-イチをどうしたもの
か」などと話し合ったということです。そしてアメリカへの適応が不十分で悩んでいた私に、
コンピューターを手ほどきしてくれ、孤独のもとで機械と対話することの慰めを教えてくれ
たのも君でした。そうして、大阪大学の大阪ガス講座にも招待してくれました。甲子園の家
に同居までさせていただきました。阪神大地震のときそのお宅が被害に会われたのに、外国
にいたことを口実にお見舞いも差し上げなかったのが心残りです。苦しいときあれほど助け
てくれた君に、何もお返しができないうちに、君ははるかな世界に旅立ってしまったこと、
残念でまことに申し訳ない気持ちです。
奥様には、本当に何を申し上げてよいか分かりません。病床で、鳩山さんは洋子様のこと
がとても気がかりな様子でした。われわれもできるだけ奥様をサポートしたいと思いますO
そして蝿山さんの、本当に価値のある、世のためになったかけがえのない人生を、ともに歩
み、助け、そして励まされた奥様に、心から感謝申し上げたい気持でいっぱいです。
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